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一番多い中学校は 9 件（50％）、次いで小学校が 3
件（17％）で、他はすべて 2 件（各 11％）であった。
　３）研究カテゴリー
　カテゴリー別の内訳は図 5 の通りである。実践研
究が 7 件（47％）、怒りの類型化が 3 件（20％）、論



























































































実 践 研 究 中 学 校











































尺 度 作 成 中 学 校
本稿では 3 因子構造（IN：怒りの内構成、OUT：怒りの外向性、CON：怒りのコントロール）からなる situational 
anger expression scale：SAXS を作成した。また本研究の結果から、（1）中学生の怒り表現は対人場面によって異な































































実 践 研 究 大 学










































Multidimensional School Anger Inventry（MSAI）は、学校場面での怒りを多次元に測定するために作成された尺度で
あり、これを用いた国際的な知見が蓄積されているため、日本版を作成したことは文化間比較などにも応用できる。
本研究ではその日本版 J-MSAI を作成し検討を行った。その結果、4 因子構造を構成することが妥当であると考えれ












































STAXI 怒りと循環器系疾患の関連性の検討 鈴木ほか／健康心理学研究 7, 1-3／1994

























































　重吉ら7) は、中学 1 年生を対象に、怒りの講義、
主張的な伝え方の講義、アンガーログ（怒りの日記）












































　井上14) は、小学校 3 年生を対象に、「怒りは自分の
中にある」「怒りと向き合う」「体と言葉の統合」




















































Smith & Bates, 2002; Smith et al., 1998）の日本版を
作成し、その妥当性・信頼性を確認している。その


































































の結果、7 クラスター（Extreme Anger subtype, Pro-
social subtype, Socialized-Aggressive subtype, Sup¬-
pressive subtype, High-Arousa Low-Coping subtype, 
Hostile/Irritable subtype, Low-Arousal Hi-Coping 
subtype）に類型化することができ、順に Extreme 
Anger subtype、Socialized-Aggressive subtype、
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